
活動実績
（延べ）

人命救助：救 助・・・・・・４３７名

衛生支援：診 療・・・・・約３６０名

患者輸送・・・・・約４４０名

輸送支援：糧 食・約４２１，４００食

飲 料 水 ・約２９５，１００本

毛 布・・約１２，３００枚

燃 料・・約１７，１００Ｌ 等

給食支援・・・・・・・・約９，２００食

給水支援・・・・・・・・・・約８２０ｔ

入浴支援・・・・・・入浴約４，５００名

道路啓開：県道１号、６号、５２号、５７号、２６６号、

２８５号及び国道２４９号の一部区間

令 和 ６ 年 １ 月 １ ０ 日

防 衛 省

全般

〇 令和６年１月１日（月）１６１０頃、石川県能登地方を震源とする最大震度７（Ｍ７．６、深さ約１６ｋｍ）の地震が発生。

〇 同日１６４５、石川県知事から陸上自衛隊第10師団長（守山）に対して災害派遣要請があり、同時刻受理。

〇 ２日（火）１０４０、陸自中部方面総監を長とする統合任務部隊（ＪＴＦ）を編成

〇 ３日（水）以降、総理からの指示を踏まえ、被災者のニーズにきめ細かく寄り添った生活支援活動を実施中。

〇 ４日（木）０９００、富山県知事から陸上自衛隊第10師団長（守山）に対して災害派遣要請があり、同時刻受理。

〇 ８日（月）、自治体のニーズを踏まえ、入浴支援等の生活支援を拡大。

〇 ９日（火）、陸自第10師団長が富山県知事から災害派遣撤収要請を受け、富山県における活動を終了。

〇 １０日（水）以降、即応予備自衛官が生活支援等の活動に加わり、医師又は看護師の資格を有する予備自衛官も活動開始予定。

令和６年能登半島地震に係る災害派遣について※ 数値等は全て速報値のため、
今後変更される可能性があります。

【お知らせ】

人命救助 衛生支援 輸送支援（物資） 給食支援 道路啓開
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＜９日（火）の主な活動＞

【人命救助活動】
・空自小松救難隊のＵＨ－６０×１により、宝立町から野々江総合公園へ人員２名の輸送を実施
・空自入間ヘリコプター隊のＣＨ－４７×３機により、マリンタウン及び産業展示館から福井空港等へ患者
約３０名の搬送を実施

・陸自中部方面航空隊のＵＨ－１×２機により、寺山及び大久保地区等から孤立者約３０名の輸送を実施
・空自新潟救難隊のＵＨ－１×１により、道の駅から１名の搬送を実施
・陸自中部方面航空隊のＣＨ－４７×１機により、マリンタウンから福井空港まで患者等約２０名の搬送を実施

【道路啓開活動】
・輪島市、珠洲市内にて土砂・流木等の除去及び道路啓開を実施
（陸自第３８２施設中隊及び第１０施設大隊等）

【輸送支援活動】
・護衛艦「さわぎり」搭載のＳＨ－６０×１機により、野々江総合公園、柳田野球場、東陽中・町野小グラウンド、
多目的グラウンド、門前総合運動公園、旧西保小学校グラウンドへ物資輸送を実施

・護衛艦「すずなみ」搭載のＳＨ－６０×１機により、穴水町あすなろ広場、鵠巣小学校グラウンド、南志見多目
的グラウンド、門前総合運動公園、旧西保小学校グラウンド、東陽中・町野小グラウンドへ物資輸送を実施

・陸自中部方面航空隊のＣＨ－４７×１機は輸送艦「おおすみ」から輪島分屯基地へ物資輸送を実施
・陸自中部方面航空隊のＵＨ－１×３機により、下村及び大沢町等へ物資輸送を実施

【給水支援活動】
・珠洲市、輪島市、能登町、穴水町、七尾市、志賀町において給水支援活動を実施
（陸自第１４普通科連隊、第３３普通科連隊、第３５普通科連隊、第１０後方支援連隊、空自第６航空団、高射教導隊等）

【給食支援活動】
・珠洲市、輪島市、富山県氷見市において給食支援を実施
（陸自中部方面後方支援隊及び空自第７航空団等）

【入浴支援活動】
・珠洲市、輪島市、能都町、穴水町、七尾市、志賀町、において入浴支援活動を実施
（陸自第１３後方支援隊、海自舞鶴警備隊等）



活動の様子

夜間の道路啓開作業 編成完結式（即応予備自衛官）

救援物資を運搬するとともにニーズを確認する隊員空自による訪問診療 「おおすみ」にてＣＨ－４７への支援物資の搭載

陸自による入浴支援

徒歩による物資輸送海自による炊き出し行方不明者の捜索活動


